
ステークホルダーの皆様へ

企業の社会的責任を果たすために

企業を取り巻く社会の状況は、環境問題の深刻化、デジタル化・
IT化の進展などとともに、めまぐるしく変化しています。また
経済活動のグローバル化が進み、企業の社会的な影響が大き
くなるに従いその活動に高い関心が向けられています。これ
は地球環境問題だけでなく、様々な社会問題に関わる企業の
社会的責任（CSR: Corporate Social Responsibility）がます
ます重要になってきたことを意味しています。
当社は、「創造によって文化、産業に貢献する」という社是のもと、
コア技術である材料技術とプロセス技術を駆使して、電子機器
の小型化・軽量化・省エネルギー化に大いに貢献してきました。
今後も、市場の激しい変化に迅速に対応しながら、地球との
共生を目指して価値ある技術と製品を開発し、TDKが得意と
する独自のモノづくりに努め、さらなる成長を続けてまいり
ます。また、コーポレート・ガバナンス（企業統治）を充実させ、
TDK企業倫理綱領に基づいた公正で透明な企業活動を実践し、
株主、顧客、取引先、従業員、地域社会というすべてのステーク
ホルダーの皆様に信頼される企業を目指します。

TDK株式会社
代表取締役社長　上釜　健

TDK株式会社
代表取締役会長　 澤部「TDK CSR Report 2006」の編集方針について

編集方針 

「TDK CSR Report 2006」は、TDKグループの2005年度におけるCSR（企業の社会
的責任）活動をステークホルダーの皆様にわかりやすく報告することを目的に作成しました。 

・ CSR活動に関する情報開示の内容にあわせ、名称を「TDK CSR Report 2006」としました。
・情報開示の形態を、媒体特性にあった読みやすい構成と内容にするためWeb版と
　冊子（ダイジェスト版）の構成にしました。
　Web版URL http://www.tdk.co.jp/csr/kankyo/report/report06/index.htm
・ 報告書の編集にあたっては「GRIサステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2002」を参考にしました。

2006年版について

データの範囲
経済性報告 ： TDK株式会社および国内・海外連結対象子会社90社。
社会性報告 ： データ範囲を個々に記載しています。
環境報告　 ： 環境マネジメントシステムを構築している全サイト。

対象期間
活動実績は、2005年度の活動を中心に報告していますが、一部その期間以外
の取り組みや、2006年度の活動も含んでいます。

対象組織
原則としてTDKグループを対象としています。　
※TDKグループ： TDK株式会社および国内・海外連結対象子会社90社

レポートの対象範囲

C o n t e n t s

02　ステークホルダーの皆様へ
03　TDKの事業と社会的責任の認識
05　コーポレート・ガバナンス

15　環境ビジョン
16　目標と実績
17　温暖化対策
18　排出物対策
19　環境配慮型製品の創出推進
20　TDKの環境配慮型製品

21　企業概要／ビジネスの概要
22　経営理念・TDK企業倫理綱領

10　雇用と人材育成
11　お客様との関わり
12　取引先との関わり
13　社会貢献活動
14　コーポレートコミュニケーション

07　ハイライト１　環境
　　 ゼロエミッション活動  －TDK大連の取り組み－

08　ハイライト２　人材教育
　　   ものづくりの基本を伝える新入社員教育  「ものづくり講座　日本一の竹とんぼをつくろう」

09　ハイライト３　社会貢献
　　   音楽教育プログラム  「公開リハーサル」と「アウトリーチミニコンサート」

環境編

社会編
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